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巡回点検支援システムにおける
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・台帳管理
・定期保守記録の入力
・蓄積ﾃﾞｰﾀの活用
・管理部門とのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ

・巡回保守記録の入力
・保守ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの参照
・蓄積ﾃﾞｰﾀの参照

・ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀのﾚﾌﾟﾘｶを格納
・ｵﾌﾗｲﾝ環境でｼｽﾃﾑ利用

・蓄積ﾃﾞｰﾀの活用
・現場部門とのｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ

月額利用契約
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巡回点検支援システムの試作について

設備保全システムの一環として巡回点検支援システムを試作
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巡回点検とは

・生産現場において、生産設備の維持／管理のため設備を巡回して点検日誌に
記録する業務
・従来は点検記録簿が紙による記録であったため、電子化されていなかった。

点検記録の再利用性に問題があった

巡回点検支援システムを開発
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基本的な運用形態

点検項目のダウンロード

サーバ

点検と記録

イベント受信

無線設備

点検結果のアップロード

イベントに対応

点検項目DB
点検結果web

PDA

点検結果の
閲覧
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実現手段１ （Webアプリケーションとして構築）

IIS
ASP

Pocket PC
Pocket IE

問題点
・オンラインアプリケーションのため、無線電波事情に左右される
・webコンテンツのため、リッチインターフェースが実現できない
（コンテキストメニュー、ボタン、サウンド)
・自動表示更新、自動画面展開が難しい

Webアクセス

端末へのアプリケーション
配布の手間が無い
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実現手段２ クライアント～サーバスタイル
（WebページにXMLを出力する）

IIS
MSXML(XMLDomDocument)

XMLをwebページ
に出力

Pocket PC
Embedded Visual Basic
MSXML（XMLHTTP）

XMLをwebサーバ
にPOST

・オフライン実行
・リッチコンテンツ
・開発時の柔軟性

・レガシーシステムにおける
XMLの利用
・標準フォーマットにより
ライブラリ製作工数の削減
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XML活用の利点
<点検エリア ID=“1”>

<点検装置 ID=“10”>

<点検ポイント ID=“100”>
<名称>点検ポイント1</名称>
<点検タイプ>0</点検タイプ>

</点検ポイント>
<点検ポイント ID=“101”>
<名称>点検ポイント2</名称>
<点検タイプ>1</点検タイプ>

</点検ポイント>
</点検装置>

</点検エリア>

点検エリア

点検装置

点検ポイント

名称

点検タイプ

点検ポイント

名称

点検タイプ

名称

<名称>点検装置1</名称>

ノードを追加してもアプリの他の部分に
影響を及ぼさない
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実現手段２ クライアント-サーバスタイル
（WebページにXMLを出力する）

IIS
MSXML(XMLDomDocument)

XMLをwebページ
に出力

Pocket PC
Embedded Visual Basic
MSXML（XMLHTTP）

XMLをwebサーバ
にPOST

問題点
・Embedded VBの言語仕様の不便さと実行環境の完成度の低さ
・XMLHTTPがPocket IEのルーチンを共用している→タイムアウトが自由に設定できない
・非同期通信の実現が困難

・オフライン実行
・リッチコンテンツ
・開発時の柔軟性

・レガシーシステムにおける
XMLの利用
・標準フォーマットにより
ライブラリ製作工数の削減
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実現手段３ （Webサービス）

．NET Framework
ASP.NET

Pocket PC
.NET Compact Framework
C#

XML webサービス

・強力な言語と堅牢な環境
・タイムアウト時間の自由な設定
・webサービスによる非同期通信の実現
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実現手段３ （具体的には）

DB

Webサービス

XML 巡回定義情報

XML 設定情報

クレードル通信

XML 巡回定義情報

XML 設定情報
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実現手段３ （具体的には）

DB

Webサービス

XML

巡回結果

XML 巡回定義情報

XML 設定情報
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実現手段３ （具体的には）

DB

Webサービス

XML 巡回定義情報

XML 設定情報

XML

巡回結果

クレードル通信

XML 巡回定義情報

XML 設定情報

XML
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まとめ（XML採用のポイント）
①巡回定義構造表現
・巡回定義情報は点検エリア、装置、点検ポイントで階層化されたデータ
・XMLは階層化されたデータを表現するのに最適
・アプリケーションはタグを元に動作するため、開発時にタグを追加しても
変更がアプリの他の部分に波及する恐れが無い

②Webテクノロジの採用
・巡回点検中の通信は無線通信のため通信状態が不安定
→ＴCP通信を使うとサーバサイドのコネクション管理が大変
→UDP通信ではパケットサイズの制限があり大量データの送受信に不向き
・セキュリティの確保の観点から、出来るだけポートをOpenしたくない

サーバｰクライアント間通信にWebサービスを採用
・大量データの送受信が可能
・コネクション管理のわずらわしさが無い
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御清聴ありがとうございました
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